
植物学上よ U観たる三熊山の麗債
松沢重太郎
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いばら科 リγボグ ピワ カナメモチブュ 1 き存在? である.f} 1 ' が首肯せらるるのである。而して英樹一一、一一4三三、主ミウログイチコ¥ " t . i . ! .手品・
ι ガイデゴ、 γ デザグ九 γマザグ 密集繁茂L 所謂大幹巨木が肩身相摩して苦手蒼犀猶踏し
ラ、ウラジロノキ、ケナシカマ0 / i の感ある光景であって而も其密林をなせる樹木は綾子誇
カ、ノイバラ、ナワシロイチゴ、ブ 林特有のツプラグイ、スグジイ、グスノキ、タプ Y キ
ジイバラ Y ログモ、ヤプニッケイ、モチノキ、グロガ「ネモチ、

まんさく科イスノキ ヒメユズリハ、カゴノキ、カ y ザプロウノキ、ヤツデ、

とぺら科よ二三 リy ボグ、ホノ1 - ) - ノキ、タラヨウ、ヤマモモ、グロ
バイ、アラカγ，ウラジロガ「γ、カグレミノ、サy ゴ/
ジュ，ヤマピワ、ネズミモチ、ミミズ‘バイ、タイミ y

タチバナ等の常縁、問実態jが英大部分を占めていて此群

ゆきのした科ウ Y ギ、マルメウ Y ギ

くすのき科グスノキ、u ! . . 之、与A L L 之
ゴノむ1 ' 7 0

二2..2:.i

つづらふじ科
あけび科

ピテy カグラ、シキミ 落中にグマノミヌCキ、イ官シデ、イイギ F、イロハモ
アオY グラフジ ミ九カラスザンショウ、マルメヤナギ; ノずノキ、

J シデザグラ、 γマハゼ、ムグノキ、エノキ等の落奨潤アケピ、ミツバアケピ、ゴヨウアケ
ビ、トキワ 7 Jrピ 葉樹が相交錯して林立し其上にイヌマキ、そしヒノ

く わ 科イ夕立つ7τメイタど すすイ キ、スギ等ゐ錦樹も適当に間合され斯くして三熊山
- ー一一ー一ー' 一一一一一日一回一 l 特有の実的材cf告を構成しているのであるが前記暖情的4ι、イヌピワ、オオパイヌピワ、
立ウゾ、カジノキ ー 常緑腐葉樹中には三熊山が或は其北限地なるべしと擁

に
よ:

れ
な

1 定されるものが相当あると思うのである。科 アキエレ、ムグノキ、エノキ 、
彼の三熊グラウシドに近く! 挺 h として巨幹にき義登しアラカ y ウラジロガ「γ ウメメガ「

ーーー一日回一、一ーー一: ているコショウ科のプウトウカヅラは現在の処、此処
シ、 Y グメネガシ、スグジイ Y ブ↓

かばのき科

くるみ科
やまもも科
ゃなぎ科

_ . - 由一一一回、ー l を北限と思っているが，、ィノキ科のカ y ザプロウ〉キ
ラジイ、グリ w コナラ、クヌギ |  

は広田村鮎屋の滝i管筒寺を図る林設に数幹を認めてい
ハ Y ノキ、イヌγデ、ヒメ γγ ヤプ

J るのが恐らく北限なるベしとは自分の従来の考察であ
き〆

ったが今回図らずも三熊山麓に英大斡ー除を発見L た
ノグノキ のであるから自然北限線が一歩前進した惑になったの
ヤマモモ である。予てより三熊山頂近くのEFu海面に其生育を確
ハコヤナギ、マルメヤナギ、キツ才
ヤナギ、ネコヤナギ
セソリョウ
プウトウカヅラ

サルトリイバラ

認して置いたトキワガキも此の地が北限なるべL と考
えられるL 先年千草の宮の滝附近で僅かに切株の緩ー
! 幹により芙分布を明らかにじたイメラ科のバグチノキ
: も或は叉三熊山林設中の何処かに潜在生育しているの
! ではないかと推測されて来たのである。我等は植物分
布学上の観点より這般の考察を重ねる毎に三熊公園の

ちゃらん科

章子葉檀物
ゆり科
たけ !J'之、主工之、乙ぷ正Jこ 重要なる一役をより以上高価に買ってやらねばならぬ

之、ニょι主之之、ニ丘之、 ζ丘三乙: ものと信ずるのである。
稜子，植物 、 併て緩述の途中ながら窓に次の一項を挟んで三熊公
ま つ 科 4 エニ之、三ヰ手」三、三主、与L : t 閣の評価の参考に供L たいと思号。

それは大正の終り項、内務省どり天然記念物と L だ
いちい科ム三ニ之、 - 1 5l. 7f 1' 指定された県下赤穂郡坂越港内に於ける生島の彩ド相を

た所によると大要前記の如く多数の存在が認められた l研究せられた我等同志某者の発表によると常緑樹とし
のである。元来日本は山地に自生せる樹木の種類の多; てモチノキ、シ戸 !J"モ、タプノキ、グスノキ、ヤプニ
きことに於で泣界ーの祢があり、其数は約三百有余と ツケイ、カゴノキ、ドペラ、モグコグ、ヲバキ、サカー
宣言されているが地理的に見て鎮かに一服の岩塊にし キ、ヒサカキ、マサキ、イスノキ、アラカγ、シラカ
か過ぎない狭い三熊山城一円だけで全日本の山地に於: シ、シイノキ、カナメモチ、カグレミノ、ネズミモチ、
ける木木煩の半数以上を優に独占しているのであるか( ヒメユズい、シヤシヤ γボ、グチナ九ナy テy 、
ら比のー煮のみを取り上げて見ても既に誇るに足るベ v ユロの24種があげられ英外に濯木及び韮舗直物とし
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てセ: I ! J ョウ、アロドオシ、マ: I ! J ョゥ. ヤプコウジ・ 11賂以外になおし 2 の産地の知れた菌類11種
タチメナ、イズセ: I ! J ョゥ、ヤマハゼ、ハマモグコグ、 ニグコウ γグタケ、 γイノザルノヨ y カケ、ヒラ 7
7 ルグミ、キヅタ古すす 'y ! スベ、タパコウスバタケ、ガマタケ、 $ ' 7 Pイタケ、
サネカグラ、ムペの14種が示されているから前後相合! アズマコウ γグタケ、 Y チウロヨタケ、ハグカワラタ
せて木本捕物は僅かに38慶に過ぎないのである。而も| ケ、ヨゴメウスパタケ、コガネウスパタグ。
指定の理由が該樹林が悉く天然生にして原始状滋が比; 初め外国で発見された新種で日本では三熊山以外に
較的に鵠く保存せられているのみならず常緑樹に富み l もなおし 2産地の発表せられた菌類19，種
植物区系が援地性の特徴を示せる点であると声言して タイシャコプタケ、オニカワウソタケ、ニグカワタ
いるが以上の材将を以て我三熊山公園の材相と彼此比 -?-，チγアナタケ. ナメ y カワタケ、ニクアナタケ、チ
較%J憶する時に何人と臨も茶優劣の判断に鴎踏せらる! チイロヨウヤグタケ、ウスキアナタケ、アメウロヨ
る者は無いであろうと思号。
さて話は元に戻るが三熊山樹林の下闇にはアリドす シロヒメカイメ: 1 31ケ、キ 7 ネカワラタケ、キコメメ

$ ' ，ヤプコウジ、マy リヨウ、センロョゥ、ヒトリシ l タヶ、 ヘピアミタヶ、 ヒメ$ ' 0 / グイタケ、シロアミ
ズカ、カ y アオイ、カテ y ソウ、ミヤマウズラ、イチ 1 タケ、キシワタケ。
ヤグツゥ、プマチγヅ) J ，. 、ハイチゴザサ、ウメュ p 、 - 熊山で初めて発見L J ; こ地衣類の新鍾でその後他に
トキツゥ、タニギキヨウ、サザグザ、タマ 7 !Jスゲ、 産地あるを聞かないもの4種
キクコウハグーす、ヒメガ y グピソウ、テ y ナY $ ' ョウ l アワジサネゴケモドキ、ゴマy オサネゴケ、ヒメチ
ウラシマソウ、ハチジヨウ$ ' zt、プモトγ〆、ホヅバ! ヤガマゴケ、ホソカラタチゴケ。
カナワラピ、イワヤナギ$ 'zr，アマグサ$ ' !i'、イワガ 1 以上大正5年より同12年迄の 7 カ年聞に豆り公務の
ネソゥ、イシカグマ等の如き山地特有のl銚性小駄イ隙を窺い、自分が或は山崩の石垣に紅、或け蹴闇
類、主主本類、羊歯類が随所に適応した発育を遂げてい i き綜謎を額き分けなどL て発見採集した菌類や地衣類
るのであるがこれら地域に懇ゆる溺葉樹類が今日の如 l の総数は突に 680余種に上るが、其内の約半数は今倫
ぐ雌伐の斧銭を免れざるに於ては彼等陰地的小崎物の| 学界の研究来演に属するものであるから惑には既に名
運命は突に風前の燈火に均しいと危まれるのであるが; 祢の明かとなったものの内世界には三熊山にPトー点の
それにも増して自分の深翠に堪えないのり・斯る陰弱地! みと言う稀品や是正に海外には存在すれども日本には三
の樹皮や岩肌に共発育を堕にしている菌類や地衣類の! 熊山に産ずるのみとか、若しくは三熊山以外にも倫
世界的稀品の将来に就てである。依而是より英実相を 1、 2 の産地カ現われたと云う如き珍種を主眼とL た
詳述L て大方の深甚なる関心を求めたいと思う。 I る学問上興味あるものの名郡のみを列挙して見たに過
三熊山で採集して名祢の明らかとなった菌類 233擾 l ぎないが・ 2是等貴重品の発生が常に緑蔭の消長に左右
その内17盛が新発見とL て学界に発表せられたもので; せらるるものでibることは既述陰地的なる寸漣木や草
ある。本類の場合と機を同じうすることを叉重ねて強調して
三熊山で採集して名君主の明らかとなった地衣芸員65種 l 置きたい。
その内 4撞:iJ-新発見とL て学界に発表せられたもので! さて三熊山は顕才師直物に於ても菌類や地衣類に於て
ある。 も一方には温帯的の種類を北地より若干南進せL め置
初めて三熊山で発見した新種で其後世原の何処にも き一方には暖帯性杏熱帯性の品種までも相当に北進せ
今筒その産地の現われない菌類 6種 L めていることが明かになっているのである。
ミrレホウログタケ、アワピタケ( 是は英後瓜l皇に I 例えばキシザタケやヘピアミタケが共にy ベリアの

も産ずる惑が知られた〉ヒダホコロタケ、ヤスリタケ 発見であるのに三熊山にも産出L ている，し. 7 メウロ
(Coniophorla Matsuzawae， Yasuda 学名に松沢姓を コタケが印度錫繭島のものでおりニグカワタケは南米
用いたり〉 及びプイ ) ) 7 ピν並に濠チHlこ発見されたものである
ウズラアミタケ、 y ロオウギタケ。のに両者共に奇しくも三熊山中に発生していたし、三
初め外国で発見せられた新種であるが自主主には三鵡 熊山での新発見アワピタケがその後瓜I盗にも産出する
山以外他に其産地あるを聞かない菌類8種 ことが報告された等何れも分布学上のー資粉と L て取
ヒメモジタケ、サピカワタケ、ラy γタケ、コアナ 上げらるべきものである。斯くの如くにL て我が淡路
タケ、カベタケ、カワタケ、ナメ y コゥ γグタケ、 γ i の一公園三熊山の名は菌類



を帯びたる地域の樹木を援に伐採し会りて学問上国宝 1、悲劇物に終った訳である。 l!iiJk o 1945，12，15. 、
的なる品種をむざむざ滅亡せしむることに2るまりにも '1 . ( 袋井去) ，松沢先生は去る昭和24年 7，月 16目、 74才
無関心なる方面に対L 、其反省を促すべく警告を発| の御高令で洲本市で亡くなられました。翌年の秋に泌l
L ・M 公園愛護の輿論を喚起せしめんとの念願から l本中学〈現世Hザ佼〉の卒業生を中心に故先生の最も
斯くも大声を疾呼したる次第である。それでま主に量産を l ゆかりの深いニ熊山の中腹に遺徳をたたえて記念碑が
捌くに当り極めて景近に英実証を握りたる稀品消失の| 建ちまL た。
一事例を提供して木稿の結びの務、としたいo 洲本税務ト 献には
，暑翼手よりの登山口坂路にかかる地点の左手路傍に孤 li表松沢重太郎先生碑
立L ていたタカトウ〆イ科アカメガ$ " ' 7 の樹皮に点々
緑褐色の斑紋を以て着生L ていた地衣類で発見当時ヒ
メチヤガマゴケなる和名を与えられた一新種は目通り
径 5寸以上もあった前述寄主の一幹が. 既に野荒し

先生は三熊山を好愛L てー木一石を闘にL特Iこ草互に
菌苔に新種多数を発見L て学界へ贈り国立公園編入
の素柱を樹てた。この山の知名になったのは景観美
. にも増L て植物の宝躍として知られたたb である。

誰氏かの闘の危にかかっていたので、四近には静! 問問僻先生の遺飾郡人々によりこの碑
該地衣の片艇にも蔵されていなかったことは勿論引 が出来た
ある。きれば彼れにとりて広い世界に唯比一樹をのみ| : 裳昭和= 十四年七月十六日没 i

e 云う果敢ないー予縁i" t 若宮に見事に覆えされ日本三熊山
下の一角に主客相擁L て哀れ英運命を共にL たと云う

亨年七十四
" ‘ ! 巴

丹波植物三珍品

有名でナo 丹波多紀郡福住村の杉林の中に毎年夏| ている生活現象や、英の他の自然現象を対象とする理
期苦手生ずるもので、 5 c m 程の紫色、無葉の多年| 科教育にとって主要な場である学校国及ひ喰外指導に
生の腐生摘物ですo 宥 ' . '  "  Iりいて指導者側の立場から、その経蛍の方法や、四季

2. 、キヨズミウ y ボ Phacellanthus tubiflorus 'Sieb. Iの条件を含めての動、植物の観察のしがたや. 習性を
‘ et Zucc. 昨年7 月3 日多紀郡城南村の槍林の中| 知る実験方法等に関し、指導上の諸注意を手近な生物

¥ ーで採裳L まL たo 無葉の黄白色の活物寄生捕物で| を例にとって説いたものであります o 特に、精密なし
I  : かも要領をえた指図と、その説明とは本書の最も特色

15cm 内外で群生す? 。寄主はアオキか不明ですが|| とする所であり、豊富な経験を積まれた著者にして始
ギ: / ] ) ヨウソウに近いものですo めてなし得る所と信じます。今後、本書が漣科教育担

当者に多大の便宜を与え且、つ自然観察を適して理解を
すすめてゆく現時の理科教育に対し、充分その役割を
果すものと信じ旦つ期待しておりますo

主な内容
1 . 学 ! 校図

学校闘の目的、学校園の植物、学校園のま手助、
. 学校園に飼育栽培しなし、方がよいもφ。

2. 自然観察を中心とじた校外指導" ，1_.' "i 人

校外指導のあり方、郷土の自然観察表をつく
る、校外指導の準備、校外指導の教具、指導者の
ための自然観察の要点。

3. 子どもに親しまれる遊び
玩具になる生物、子どもの親L む植物〈笛っく
り、 71 < 寧遊び、ノビルの卒、花かご、シヤボソ玉
のつくれる草木、各季節に山罫t : " 生食できる果実
等 60余種入子どもの親しむ動物〈飛行機手ミズ
ムシ、背泳す・るコマツモムシ、その他) • 

神戸大学・理学部教授広瀬拡幸

ζの皮丹波の三珍品を選定いたL ましたので御紹介
レたします。
1. ホシゴウソウ Sciaphila japoniea Makino 明治35
年牧野先生が伊勢本郷の指物に命名なさった事は

/  

3. トケンラ: / Cremastra unguiculata Finet. 多記
郡大苧村の社護の中にありサイハイランに似てい

? をす。以上 、 、 • ，(樋口繁一〉

(p.J 227 カミら〉
かなり産する答である。( 略) "  
5. アサギマ〆ラ Caduga tytia niphonica 

M O O R E， 1883 
秋の頃山麓や登山路でよく見か砂る。独特な飛び方
で針葉樹林の聞を行く亥は優しく美L¥ ，、。緩漫だが危
険を感じると、急に高く舞い昇って、とても捕えられ
ない。雷て小林平一氏は10分間に約25頭を見たと諮ら
れたが、確かにこの山には多いようでらる。

a
J
 屯，， 、 (1953，8，20) 

新刊紹介撃投圏の経畿と校外指導
156版 224頁、写真、図服80葉、ーヰI数出版発行

定価240.円〈千24円〉
主主井静、岡村はた共著

; ; f ; ; 警は抱章、生徒に直接、援しながら、科学教育の
ために鋭L 、観察限を働かせている著者が， ! 底建に動い

一，

- 215 ー


